
ちひろカレンダー代は、12月14日まで納入お願いします。

毎年事務所にカ

レンダーを買い

に来てくれる保

土ケ谷の女性は

快く応えて募金

してくれました。

多摩区の女性はカレンダー

２０本を注文してきました。

そのときの被災地募金の呼

びかけに積極的に応え、近所

の人、日頃お付き合いのある

人、親せきの卒寿の祝いのと

きなどいろいろな機会に訴え

て、１万２０００円を届けて

くれました。

横浜北部原水協

は恒例の「平和の

つどい」で参加者

に「ちひろカレン

ダーを福島の原発

事故被災者に贈る

ための募金にご協

力ください」と呼

びかけると多くの

方が募金を寄せて

くれ、３万 ５５

００円の募金を届

けてくれました。

新婦人県本部は

、大会で参加者に

被災地カレンダー

贈呈募金を、募金

箱を置いて呼びか

けした。１万円の

募金が集まり届け

てくれました。
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1２月３日、

午前10時11分、

ニミッツ級航空

母艦ロナルド・

レーガンが横須

賀基地に入港し

ました。原子力

艦船の入港は１６回目で、通算９１３回となリました。

１２月３日午後、県及び横須賀市原水協、阻止連、県平

和委、県非核の会など6人が米海軍横須賀基地を訪れ、入港

に抗議し原子力空母ＲＲの横須賀母港を撤回を要求する要

請文を米海軍横須賀基地当直司令官に手交しました。
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被爆者募金のための資材
募金を集めるため、日本

原水協作成の募金グッズ

を活用しましょう。

＊援護チラシ(被爆７０年版)
＊援護シール
ペットボトルに貼って活用

＊援護ステッカー
＊募金袋

希望の団体は県原水協へ

事務所を訪問し募金やち

ひろカレンダーの普及をお願

いしたら、神奈川民医連は、

早速、カレンダー８本注文

し、募金も２万円集めて届

けてくれました。

２０１６年がまもなくやってきます。２０１５年の前進

を力に核兵器廃絶・禁止の新たな運動を進める重要な年と

なります。戦争法の廃止とともに、武力による「平和の維

持」「安全保障」の誤りを国民多数の世論とするために、

新年から署名運動など元気にスタートさせましょう。

戦争法廃止。核兵器禁止条約へ前進の年に！

県原水協の新春署名行動

★２０１６年１月６日(水)１２：００～１３：００

★ＪＲ桜木町駅前広場

多くの県中央団体のみなさんご参加を！

全県各地の

新春署名行動

予定をお知ら

せください。


